
記載例

１ 当事者及び不動産

（１） 権利者 （甲） 西宮市六湛寺町１０番３号
西　宮　市　長　　○○　○○

義務者 （乙） 西宮市○○町○○番○○
株式会社西宮　代表取締役　○○　○○

（２） 不動産の表示

２ 登記の原因となる事実又は法律行為

西宮市は、令和　　　年　　　月　　　日、都市計画法第３６条第３項に基づき公告した。
上記の公告の翌日、本件不動産は都市計画法第４０条第２項に基づき、乙から甲へ帰属した。
よって、本件不動産の所有権は、令和　　　年　　　月　　　日、乙から甲に移転した。

令和　　　年　　　月　　　日 神戸地方法務局西宮支局

上記登記原因のとおり相違ありません。

（帰属受領者） 西宮市六湛寺町１０番３号
西　宮　市　長　　○○　○○

（帰属申請者） 西宮市○○町○○番○○
株式会社西宮　代表取締役　○○　○○

西宮市

所　　　　在 地  番 地  目

登記原因証明情報

地 積 （㎡）

００６宅地１０番２六湛寺町

提出時には未確定のため、空欄にしておいてくださ
い。（当課で記載します）

当課に提出して頂く【印鑑証明書】及び【登記事項
証明書】に記載されている住所名称と同一かどうか
よく確認してください。

当課に提出して頂く印鑑証明書の実印を
押印してください。（印影が鮮明になる
よう押印してください）

こちらには印鑑不要です。

帰属直前の状況を記載してください。アラビア数字（１、２、３…）で結構です。

捨印をお願いします。


